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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第101号（2026年1月）

問 	 下水道使用料の上昇率を軽減する取り組みは。
答 	 経費削減と財源確保、経営基盤強化と財政マネジ

メント強化、下水道使用料収入の確保を行い、歳
出抑制と歳入確保に取り組みながら使用料上昇率
に配慮していく。

問 	 水洗化率が90％に満たない農業集落排水処理区が
あるが、そのような地域に戸別訪問をしていくの
か。

答 	 引き続き、戸別訪問の対象を広げていく。

問 	 令和8年度の使用料改定では、一般家庭の料金か
らするとどれくらい上がるのか。

答 	 田原市の一般家庭の平均下水道使用排出量は2カ
月あたり43立方メートルで、210円の増額になる。

問 	 令和8年度に行われる使用料改定の周知は。
答 	 広報たはらや市ホームページを通じて情報を提供

し、上下水道ご使用量のお知らせ・検針票の通信
欄や、SNSなども活用しながら、周知に努める。

問 	 農業集落排水事業の汚泥肥料から意図しない作物
が発芽する事象についての対応は。

答 	 この種子が発芽しない対策を検討し、農地提供者
に事前説明を行い、理解を求めていく。

問 	 本市の汚泥肥料は、安心して使える肥料なのか。
答 	 肥料法に基づき3年ごとの成分試験を行っており、

安心して提供できる肥料である。

問 	 汚泥肥料の農地還元に協力している方の苦労に対
し、市としてどのように取り組んでいるのか。

答 	 汚泥肥料の利活用見直し業務において、協力者の
負担軽減、省力化の検討を進めている。

下水道事業の運営について

歳出抑制と歳入確保に取り組み使用料上昇率に配慮していく
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